
全国共済農業協同組合連合会

農業・地域活動支援部

JA共済の農作業事故体験ＶＲのご紹介



１ はじめに

ＪＡ共済は、「相互扶助(助け合い)」を事業理念に、皆さまが豊かで安心して暮らせるために、
「①保障の提供」と「②地域貢献活動」を通じて、農業と地域社会の活性化・発展に努めています
。

① ②
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２ 地域貢献活動

JA共済は、万一の際の保障提供（共済事情）だけでなく、地域貢献活動を通じて、病気・ケガ・事故の
未然防止や病気・ケガ・事故にあわれた方への支援、さらには継続的な農村・地域社会の維持・活性化
に向けた活動など多岐にわたって行っています。 2



２ 地域貢献活動

ＪＡ共済の地域貢献活動は、ひと・いえ・くるま・くらし・営農の分野に分類されます。地域の皆さま
が健康で安心して暮らせるよう、それぞれの分野で未然防止と事後支援の活動を展開しています。

■健康管理・増進活動 ■介護・福祉活動

レインボー体操の普及 しあわせ健康教室の開催 介護・医療機器等の寄贈

自転車交通安全教室の開催 自動車安全運転診断の実施 介助犬の育成・普及支援

■交通事故・未然防止活動 ■交通事故・被害者支援活
動

災害シートの無償配布 仮設住宅の無償貸与災害キットの無償配布

■災害救援活動 ■防災・防火対策活動 ■復興支援活動

農業体験の開催支援
書道・交通安全ポスター
コンクールの開催農業高校等への支援

■農業振興活動 ■文化支援活動 ■生活支援活動

ひと
分野

いえ
分野

くるま
分野

くらし・営農

分野

3



農業の死亡事故件数

全産業平均（1.1件）の約10倍！

建設業（4.6件）の約2.5倍！

就業者10万人あたり11.6件発生

（出典：令和7年2月農林水産省
「令和７年度の農作業安全対策の推進方針について」）

■ 10万人あたりの死亡事故発生件数の推移

特に、営農分野においては、農業における死亡事故発生率が
非常に高く、農家組合員のくらしを守る使命を持つJA共済として、
農作業事故の未然防止が喫緊の課題となっています。

３ 農作業事故の発生状況

約2.5倍

約10倍
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３ 農作業事故の発生状況（JA共済支払データの活用）

優
先
し
て
対
処
す
べ
き
リ
ス
ク

発生件数 多
重症度 低

発生件数 多
重症度 高

発生件数 少
重症度 高

重傷度 重傷度
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共済金請求時の大量の事故状況データの中から
「農作業事故」とわかるデータを抽出

ＪＡ共済では、４年に１度、共済金請求時の事故データ約3万6千件を分析しています。そのなかで、重症度×
発生件数でリスクを可視化した独自のリスクマップも作成・公開しています。



事故が疑似体験できる国内初となる農作業事故体験ＶＲを農研機構と共同開発！

４－１ 農作業事故体験ＶＲを活用した学習プログラムの展開

①乗用型トラクター
転倒事故

②コンバイン
巻き込まれ事故

③スピードスプレーヤー
挟まれ事故

④耕うん機
後進作業事故

⑤刈払機
刃との接触事故

⑥脚立
転落事故

⑦農用運搬機
転倒・積み卸し作業事故

⑧田植え機
巻き込まれ・転倒編

■農作業事故体験ＶＲコンテンツ一覧（全８本）
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さらに、分析結果をもとに、農研機構と共同で、日本初となる農作業事故体験VRを開発。事故を疑似体験できる
プログラムを全国で展開しています。

※①～⑤は令和２年３月、⑥～⑦は令和４年４月、⑧は令和５年２月リリース



４ｰ２ 農作業事故体験ＶＲを活用した学習プログラムの展開

農作業事故の原因や対策について深く学べるプログラム

「ＶＲ映像」で農作業事故を疑似体験、自分ごと化 「学習動画」で事故の発生原因や安全対策を確認＋
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４ｰ３ 農作業事故体験ＶＲを活用した学習プログラムの展開

チラシによるＶＲ体験動画の振り返りができます！

ＶＲ動画をもとに
事故事例をイラストで紹介

チラシ裏面のＱＲコードからも
動画が視聴可能！

農作業事故体験VR動画は
こちらからもご覧いただけます

▲ ＪＡ共済の地域貢献活動ＨＰ
ちいきのきずな
「農作業事故体験ＶＲを活用
した学習プログラム」

各種動画をご視聴いただけます。
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令和６年度に、農研機構とともに作成した「農作業事故体験ＶＲを活用した学習プログラムの手引き」を
公開しました。

講師経験の有無や研修の目的等に応じて、研修会の組み立て方を解説しつつ、さらに学習効果を高め
るために、「対話型研修」の実施方法等も解説しています。

４－４ 農作業事故体験ＶＲを活用した学習プログラムの展開

講師向けの資材を作成・展開し、負担軽減・研修内容の均一化を目指しています！
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４ｰ５ 農作業事故体験ＶＲを活用した学習プログラムの展開

㉒

農作業事故体験ＶＲを用いた研修会

令和２年度より展開

2020年度応募のご案内

「持続可能な社会の実現に貢献している」等と高評価を得て、
（公財）日本デザイン振興会が主催する「グッドデザイン賞
（2020）」を受賞！

グッドデザイン賞とは、1957年に通商産業省が実施した
「グッドデザイン商品選定制度」が前身となっており、日本で
唯一の総合的なデザイン評価・推奨する取組みです。

デザインを通じて産業や生活文化を高める運動として、国内
外の多くの企業・団体やデザイナーが参加しています。

徐々に活用機会が拡大し、令和６年度は

全国43都道府県本部にて延べ303回開催
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https://www.youtube.com/playlist?list=PLIfza47WqYNXl-GAy1iDVbsiTgvHYwLlZ


４ｰ６ 農作業事故体験ＶＲを活用した学習プログラムの展開

㉒

VRゴーグルを計260台運用し、JAのみならず、農業者・農業団体など
全国どこでも無償でお貸出ししております。

（一度に最大20台まで。送料等の費用も全てＪＡ共済連が負担。）

お問い合わせは、下記へお気軽にご連絡ください。
 ＪＡ共済連  全国本部 
農業・地域活動支援部 地域貢献運営Ｇ

 TEL：03-5215-9160

＜ご活用例＞

JA・自治体が行う農家向け・農作業安
全指導者向け研修会、農機展示会等
での体験会の他、将来の農業の担い手
支援の観点から、農業高校や大学の授
業でもご活用いただいています。
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【参考】農作業事故体験VRの活用事例①

農作業事故体験ＶＲを活用した研修会の主なケースをご紹介します。
“ＶＲを体験して終わり“ではなく、参加者同士でディスカッションする時間を設けることを推奨しています。
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【参考】農作業事故体験VRの活用事例②

また、実機を用いた学習の時間を設けることで、より具体的な注意ポイントの理解促進を図ることも可能です。
研修環境、時間、受講者に応じて自由にアレンジをすることができます。
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【参考】 農業リスク診断活動の展開

１．リスクのお知らせ

農業・農業者を取り巻く様々なリスクが存在して

いること、また農業の事故率が高いことをお知ら

せし、リスクに関する注意喚起を行います。

■リスクのお知らせチラシ

２．リスクチェック

農業・農業者を取り巻く代表的なリスクを包括的に

確認し、リスクに対する「関心」や「備えの有無」

の確認(リスクチェック）を行います。

■リスクチェックシート ■農業リスク診断システム
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【参考】 農業リスク診断活動の展開

３．総合的な対策提案

備えが不十分なリスクに対して保障提案を行いま

す。

また、「農薬」や「事業承継」などの意見、要望

等を取得した場合は、所管する事業部門に連携し

、ＪＡらしい総合的な対策（営農・経済＋信用＋

共済等）を提案します。

■保障の必要性喚起チラシ

〇農業リスク診断活動により、農業者に対して保障の提供を通じて安心・満足を提供するとともに、農業者の
 生活基盤・事業基盤の安定化を図ります。

農業者の生活基盤・事業基盤の安定化
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〇 農家・組合員・担い手の方々へ向けて、農作業安全を中心とした
さまざまな情報を発信するサイトです！

〇 農作業事故体験ＶＲ動画や各種チラシ・資材等についても
ご覧になれます！

農作業啓発特設サイト 「ＦＡＲＭＥＲＳ １ＳＴ」 を開設しました！

【ご紹介】

※アクセスは、
ＪＡ共済地域貢献活動ホームページ「ちいきのきずな」より、
お役立ちコンテンツ - くらし・営農 をクリック!!

ファーマーズ   ファースト

二次元ｺｰﾄﾞ

からも!!

＜コンテンツ例＞
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ＪＡ共済ではこれからも持続可能な農業に向けて貢献して参ります。
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